
ARTIS phenoの導入で
脊椎手術の新次元突入を実感

湘南藤沢徳洲会病院は、39年前に茅ケ崎に開設した当初より、「断らない医療」を実践し
続けてきた地域の基幹病院です（理事長：鈴木隆夫氏）。近年増加の一途をたどる
脊椎疾患に高度な治療を行う専門センターとして、2004年には日本最大級の病院
グループである徳洲会初の脊椎センター・脊柱側彎症センターを開設。2012年10月、
現在地への新病院移転時に脊椎手術専門のハイブリッド手術室を新設し、多軸方式の
Ｘ線血管撮影装置Artis zeegoを導入しました。さらに2019年2月には、ハイブリッド
手術室向けに進化した最新機種の多軸透視・撮影システムARTIS phenoに更新し、
世界有数の高度な脊椎外科手術を行っています。今回は、増加傾向にある脊髄疾患や
ARTIS phenoの導入に至る経緯と使用経験について、江原 宗平 副院長にお話を
うかがいました。

初めに、近年の脊椎疾患の傾向について教えて
ください。

10年ほど前から、大人の脊柱側彎症が徐々
に増えはじめています。以前は、大人の背中が
曲がっていても「放っておけばいい」という考え
方が主流で、脊柱側彎症といえば子供の疾患と
考えられていました。しかし時代は変わり、50、
60代になってから手術を希望される患者さん
が増加しています。
例えば未治療のまま放置された軽度の脊柱

側彎症では、40代で子育てが終わったころから
また少しずつ脊椎が曲がりだし、徐々に悪化を
来してくるケースがあります。このような場合に、
治療を希望される方が増えてきているのです。
今では、当院の手術例の過半数が大人の方に

なりました。脊柱側彎症手術の最高齢は、86歳
の方です。

脊椎センター・脊柱側彎症センターついてご紹介
ください。
当センターは脊椎専用ハイブリッド手術室を

設置し、私を含めた 2名の外科医が脊椎疾患
全般を対象に外科手術を行っています。手術は
月曜から土曜まで休まず週6日行っており、開設
以来の手術件数は既に4000例を超えました。
脊柱側彎症は2019年4月時点で851例に上り
ます。
手術件数は、以前は年間約200件ほどでしたが、

5年前にArtis zeegoを導入して以降、年間約
400件まで増加しました。Artis zeego、そして
現在はARTIS phenoを中心としたナビゲーション
脊椎手術システム下で、当センターの手術時間は
劇的に短縮し、より安全に正確に手術が行える
ようになりました。

具体的にどの程度、手術時間は短縮したのでしょ
うか。
例えば、かつて5-6時間はかかっていた側彎症

手術は、Artis zeegoの導入以降、平均して手術
が２時間程度早く終わるようになり、今は4時間
程度で終えられるようになりました。小児症例
なら3時間程度で終えるようになっています。
ARTIS phenoはまだ使い始めて３ヵ月ですので、
手術時間の短縮はこれから評価したいと思って
います。
側彎症手術は、通常、患者をうつぶせに寝か

せて背中から行います。長時間うつぶせの状態が
続くだけでも患者への負担は相当なものです。
また手術時間が長くなれば出血や感染率も増え、
合併症のリスクも上がります。麻酔時間も増えて
いきます。
手術時間が短くなるということは、圧倒的な

有用性を意味しています。

ARTIS phenoを脊椎疾患の手術に使用される
メリットをお聞かせください。
第一に、脊椎の長尺撮影が1回の撮影で可能

であることです。従来機器で長い脊椎を画像評価
するには、放射線技師が移動式の撮影装置を患者
さんのところまで運び、脊椎の先端から末端に
かけて複数の画像を一枚ずつ撮影・現像し、
独立した画像を貼り合わせる画像処理が必要に
なります。このため長く連続する脊椎の評価には、
画像の撮影と処理だけで最低でも1時間程度の
時間がかかることになります。
一方ARTIS phenoにはコンピュータが搭載

されており、ロボットCアームを自由自在に動か
して撮影しますので、放射線技師さんが撮影機器
を患者さんのところに運んで操作するというプロ
セスが全く必要ありません。コンピュータが各ポジ
ションの画像を記憶し長尺画像が作成され、一回
の撮影で非常に鮮明で精度の高い長尺画像が
瞬く間に得られます。これは決定的な違いであり、
脊椎手術のパラダイムシフトと言えるのでは
ないかと考えます。
さらに、ARTIS phenoには、ナビゲーション

システムとの連携機能が搭載されています。これ
により、複雑な脊椎手術において、手術器具の
位置が正確に把握でき、確信を持って手技を
素早く遂行可能です。
現在、スクリューを1本打つのに、1分かから

ないという圧倒的なスピードを保ちつつ、高精度
の手術を維持できています。当センターでは

2018年12月末までに脊椎に1万8千本近い
スクリューを挿入しましたが、入れ替えを必要と
したのはその内38本（0.002％強）でした。
当院のように2人の外科医で年間400もの

脊椎手術を効率的かつ安全に、しかも高精度に
行うためには、ARTS phenoはなくてはならない
存在だといえます。この領域で、外科医一人当たり
の手術件数としては日本トップレベルを維持して
いると思います。
最後に、世界的に優れた手術環境が実現できる

ことで、患者へのPR効果も十二分に得られてい
ます。高価な装置ではありますが、こうした使い
方で十分採算が取れ、医療の質も高めることが
可能です。

Artis zeegoとARTIS phenoの違いについて
お聞かせください。

Artis zeegoが新時代を切り拓いた感があり、
さらに最先端のテクノロジーが加わっているの
がARTIS phenoです。Artis zeegoは非常によく
できた革新的な装置ですが、ARTIS phenoでは
さらに画質が鮮明になり、ナビゲーションの精度
が向上しました。
また、装置自体のさまざまな動きも全体的に

速くなっています。特にCアームの直径がArtis 

zeegoに比べてARTIS phenoでは広くなったこと
が大きいです。術中、患者さんへの干渉を気に
することはほぼなくなり、手術中の取り回しが非常
に楽になりました。特に後方だけではなく前方の
脊椎手術では、様々なアクセサリを患者さんに
装着しています。そのときにArtis zeegoでは、

Cアームと患者さんとの間隔や、アクセサリとの
間隔があと1センチほどという状況もありまし
たが、ARTIS phenoでは余裕が十分にあり、たい
へん操作しやすく非常に安全で、楽になってい
ます。こうした点も手術時間の短縮化につながって
いると思います。
またARTIS phenoでは天井配線ケーブルが

なくなったため、上から埃が落ちてきたりすると
いうことが全くなくなりました。
とにかく外科医にとっては、ARTIS phenoを
使用することで、これまでより簡便に手術が行える
ようになりました。時代は、職人の時代から新世紀
を迎えつつあると実感しています。

今後の展望についてお聞かせください。
可能であれば、外科医と診療看護師をもう

一人ずつ増やし、装置ももう一台増やして、さらに
ワークフローを向上させたいと考えています。

20年ほど前、初めてナビゲーションを導入した
脊椎手術について学会で発表したときは、「そんな
ことをしないとスクリューが打てないのか」という
批判が飛び交う場面もありました。しかし、時代
は確実に移り変わりつつあります。ましてや、
外科医のなり手が減り、外科医不足が深刻になり
つつある今、少人数で効率的に、精度の高い手術
を行っていく方向に医療現場は向かわざるを
得なくなっています。
来るべきロボット医療の新世紀、常に最先端

の技術を用い、この分野で最高の医療を提供し
続けていきたいと考えています。

（2019年5月29日取材）

脊椎センター・脊柱側彎症センター スタッフの皆さま江原 宗平 副院長

医療法人 徳洲会
湘南藤沢徳洲会病院
所在地：神奈川県藤沢市辻堂神台1-5-1

病床数：一般419床（ICU10床）
主なご導入装置：
 ARTIS pheno

 Artis zee BC PURE

 Artis zee TC

 Artis zee BA Twin

 ARCADIS Orbic 3D
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